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永久凍土環境の変遷と長期的な気候変動への応答
Changes of permafrost environment and the response to the long term climate change
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永久凍土は 2年以上連続して凍結した状態の土壌・岩盤として定義され、北半球陸面の 20％以上の面積を占める。主
に高緯度地域に分布し、寒冷圏の陸面としては所与の状態である。定義上、永久凍土は必ずしも氷の存在を意味するわ
けではないが、高緯度の永久凍土では表層に氷体を含むことが多く、地球上の淡水の 0.02%に相当するという推定もあ
る。土壌中には未分解の炭素を多く含み、約 1700Gt（陸上の有機炭素の約半分、大気中の炭素量の約 2倍）の存在量を
持つと推定されている。
永久凍土の分布は、現在の気候・地表面条件と過去の履歴によって決定されるが、依存する時間スケールは凍土中の

各点の深さ・熱物性によって異なる。また、例えば土壌中の炭素蓄積量は地温とは異なる時間スケールの変動に依存し、
様々なプロセスに複雑に依存して分布が決まっている。現在分布する永久凍土は、深い部分では最終氷期以降に形成さ
れており、完新世の気候変化に緩やかに応答している過程であると考えられる。
本発表では、これら永久凍土の特性と今後明らかにすべき研究課題を整理し、長期的な気候変動に対する応答の一例

として最終氷期以降の気候変動と現在の凍土分布に関する研究の一例を簡単に紹介する。
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